
「学びを通じたステップアップ支援促進事業」全国協議会

「若者・外国人未来応援事業」

令和３年３月８日（月）

愛知県教育委員会生涯学習課



（１）支援の対象となる者が多い。

・中学校不登校生徒数：8,441人 全国ワースト４位

・中学校卒業後進路未定者数：619人 全国ワースト２位

・高等学校等中退者数： 2,004人 全国ワースト５位

・日本語指導が必要な外国籍の児童生徒数：9,100人 全国１位（2位の約2倍）

（２）中学卒業後の支援が不十分

１.取組を実施した背景（解決すべき地域の課題・目的）

学習支援・相談
日本語学習

若者の社会的自立不利な状況
能力が発揮
できる状況

解決するために・・・



２.実施内容（実施体制）
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関係機関・関係団体

切れ目のない支援

外国人
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連携・協働

若者未来応援協議会

県生涯学習課

若者・外国人未来塾（委託団体により実施）

委員として参加

ネットワークの構築
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日学習支援 及び 相談・助言 日本語学習支援あり。
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２.実施内容

（２）「若者未来応援協議会」の設置
● 合同協議会（年２回 委員21名）

県レベルでの事業周知と連携・支援体制の構築
事業の評価、普及・啓発方策の協議

● 地域協議会（年２回 委員10名程度 各地域に設置）
地域の連携・支援体制の構築
各地域の特性・社会資源等を踏まえた事業の在り方についての協議

（１）「若者・外国人未来塾」の実施（県内７地域）
● 対 象

中学校卒業後の進路未定者、高校中退者、日本語支援が必要な外国人等
● 内 容

高卒認定試験合格等に向けた学習支援及び助言・相談
外国人を対象とした日本語学習支援（名古屋・豊橋・豊田）
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２.実施内容

地域 会場 委託団体 開始年度

① 名古屋 愛知県図書館 NPO法人あいち・子ども
NPOセンター

平成29年度
（2017）

② 豊 橋 豊橋市青少年センター NPO法人いまから 平成29年度
（2017）

③ 豊 田 豊田市青少年センター 公益財団法人豊田市文化振
興財団

平成29年度
（2017）

④ 半 田 ちた地域若者サポートステーション NPO法人ICDS 令和元年度
（2019）

⑤ 春日井 春日井若者サポートステーション NPO法人ワーカーズコープ 令和元年度
（2019）

⑥ 一 宮 一宮市立中央図書館 NPO法人あいち・子ども
NPOセンター

令和２年度
（2020）

⑦ 蒲 郡 がまごおり若者サポートステーション NPO法人青少年自立援助支
援センター北斗寮

令和２年度
（2020）

実施会場および委託団体

（１）「若者・外国人未来塾」の実施（県内７地域）



２.実施内容 （１）「若者・外国人未来塾」の実施（県内７地域）

愛知県全図
地域 実施日等

① 名古屋 水 17:30～19:30

土 15:00～17:00

【日本語】土15:00～17:00

② 豊 橋 火・金 19:30～21:30

【日本語】木19:30～21:30

③ 豊 田 水・金 18:00～21:00

第１・３土 13:30～16:30

【日本語】水・金18:00～21:00

のうち１時間

④ 半 田 水 15:00～17:00

土 13:00～17:00

⑤ 春日井 月・木 18:00～20:00

⑥ 一 宮 火 17:30 ～19:30

土 17:00～19:00

⑦ 蒲 郡 木 15:00～17:00

土 15:00～19:00



３.コロナ禍における課題・課題に対する対応方法

（2）参加者の外出自粛

（1）会場（施設）の利用制限

・会場が公共施設の場合は、緊急事態宣言等の感染拡大防止
措置のため、利用制限がなされる。

・参加者が、自身の感染を避けるために会場に行けない。

オンラインによる学習支援の実施

学習支援が実施できない

学習支援を受けられない

・令和3年度 各地域に１台ずつタブレット端末を配置予定。



４.対象者の捕捉のための工夫

（2）合同協議会、地域協議会委員による案内

（1）情報提供申込書の案内

（3）対象者と関連する方たちの会議・研修会での案内

・県立学校校長会、中学校長会、定時制・通信制教頭会、SSW研修会、生徒指導主事会

・子ども・若者支援地域協議会、ひきこもり対策支援会議等



（ 高校中退者への事業周知 ）

各
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希望により停止も可

①中退時

②生涯学習課へ送付（５年間保存）

③生涯学習課から事業案内を送付（５年間）

申
込
書 申

込
書

（1）情報提供申込書の案内





５.対象者への広報・周知の方法

（2）本課ウェブページへの掲載（1）チラシ・ポスターの配布・設置

（3）県広報番組での周知

【ラジオ】
・FM AICHI「AICHI SATURDAY TOPICS」

2020年4月18日（土）午前7時30分～午前7時33分
【テレビ】
・名古屋テレビ「まるまる◎あいち」

2020年7月16日（木）午後6時56分～午後7時
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６.実施により得られた成果・効果

（１） 学習支援・相談の利用者数の推（H29～R2）

名古屋, 25 名古屋, 20 名古屋, 24 名古屋, 20

豊橋, 11 豊橋, 18

豊橋, 23 豊橋, 32
豊田, 9

豊田, 14

豊田, 30

豊田, 34

半田, 3
半田, 5

春日井, 5 春日井, 9

一宮, 4

蒲郡, 11

0

20

40

60

80

100

120

140

H29 H30 R1 R2

45
52

85

（人）

年度末合計、但しR2はR3.1月末までの合計

115



13

６.実施により得られた成果・効果
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６.実施により得られた成果・効果
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11

R2年度に就職が決まった
と報告あり(1名）



７.課題・今後の展開

⇒ 支援員・スタッフ対象の研修会兼情報交換会の実施

⇒・Ｒ4年度までに県内９地域での実施を目標とする。
・各地域における他機関との連携強化

⇒ 前年度中に手続きを進め、各委託団体と4月契約を目指す。

(1) 実施地域の拡大と他機関との連携強化

(2) 切れ目のない支援の実施（新年度における早期の事業開始。）

(3) 支援の質の向上



７.課題・今後の展開

(1) 他機関との連携強化

(2) 切れ目のない支援の実施（新年度における早期の事業開始）

【委員 21名】
学識経験者3、各委託団体代表者7、関係市（豊橋市、豊田市）2、
愛知労働局2、県社会活動推進課、県多文化共生推進室、県地域福
祉課、県こころの健康推進室、県就業促進課、県教委高等学校教育
課、生涯学習課（各1）

◎Ｒ2年度から委託団体主催に変更

＜長所＞
・委託団体の連携への主体的取組を促進

若者未来応援協議会（年2回） 地域協議会（各委託団体主催）

合同協議会（県主催）

＜Ｒ3年度＞
実施地域自治体の参加を検討する ＜Ｒ3年度＞県との共催を検討する

＜短所＞
・委員の委嘱及び出席依頼が円滑に進まない

③R3年度【補助事業】
・継続地域については現委託団体と
随意契約

◎4月契約を目指す

①H29～R1年度【委託事業】
・国の審査を経て事業実施

◎7月契約

②R2年度【補助事業】
・県のプロポーザル審査会で
委託団体を選定後、契約

◎5月契約



７.課題・今後の展開

(3)支援の質向上

「学校に行けなかった若者や日本で暮らす外国人が
自らの体験を語る会」（令和2年12月6日開催）

【体験談及び質疑応答】 【情報交換会】

【体験談及び質疑応答】
本事業の豊橋地域における学習支援参加者の若者・外国人の体験を語り、

それに対して参加者が質問をする。

【情報交換会】
参加者が自由に意見・情報を交換する。

Ｒ3年度は、支援員の研修と位置付けて実施する予定。



愛知県教育委員会生涯学習課

ご清聴ありがとうございました。


